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東京新聞の記事の紹介（2025 年 6 月 20 日） 

（精神科医療、それでもやめない「身体的拘束」イギリスやドイツの取り組みにみる

「拘束ゼロ」への道は）  

6 月 19 日、参院議員会館で開かれた院内集会では、精神科医療における身体拘束ゼロをめざす取り

組みが報告された。イギリスでの研修経験をもつ精神科医は「一対一の看護や本人の要望にイエスで

応えることが鍵」と語り、ドイツでは拘束に裁判所の許可が必要な制度があることも紹介された。日

本は拘束件数も入院日数も桁違いに多く、「治療のための拘束なんてない」と語る当事者の声が印象

的だった。当日は地域の現場からの声として戸田も発言し、「拘束ゼロ」は制度の改革だけでなく、

私たちの関わり方そのものが問われていると感じさせられた。  

（記事はこちら → https://www.tokyo-np.co.jp/article/412828） 
 

精神医療フォーラム 2025 のご案内 

 

2025 年 9 月 13 日（土）、京都・ハートピア京都にて「精神医療フォーラム 2025」が開催されます。 

 

テーマは「拓く、現在地を越えて」。 

 

精神医療の専門性、共事者、身体拘束ゼロ、ソーシャルワークなど、精神医療に関わる 4組の対話が

行われます。戸田も登壇予定です。登壇者の経験や問いをもとに、これからの支援のかたちを考える

一日です。一般 3000 円、当事者・学生 1500 円、学会員無料。事前申込制です。ご関心のある方はぜ

ひご参加ください。 

(申し込みはこちら → https://www.byochi.org ) 


